第34回　小山市バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：平成25年12月19日　14:00～15:30
　□会　　場：市役所別館２階　会議室２
□出 席 者：山口委員長、永井副委員長
篠崎委員、阪田委員、国分委員、町田委員、柿崎委員、片柳委員、小塚委員、
本田委員、亀山様(委員代理)、小井委員
（以上、計12名）

　□内　　容：

（1）新市民病院開院に伴う路線再編について
（2）消費税増税に伴う対応について
（3）事後評価に係る目標値の見直しについて

 (4) その他　
おーバス写真・絵画コンテストについて（報告）
羽川線バス停新設について（報告）

自主路線（桑東部団地・学校循環路線）について（報告）

■議事要旨

（1）新市民病院開院に伴う路線変更について
新市民病院の概要とその交通アクセスについて、資料に基づき、事務局より以下の説明があり、質疑応答ののち了承された。
・現在の市民病院はリハビリセンターとなる予定である。

・新市民病院側の意見として、シャトルバス（駅からの直通バス）を運行する予定は今のところない。
・小山市のコミュニティバスは、現在の市民病院線を再編して、小山駅西口から新旧の病院への路線を設定する予定である。
・また間々田東西線を再編成し、間々田駅東口から新市民病院へ行ける路線を検討している。

・デマンドバスの大谷中南部・間々田東部地区において、新市民病院を主要施設に追加指定することで、自宅から直通での通院が可能となる予定である。なお、デマンドバスの全エリアを対象に、申し込みがあった老人クラブへ９月からデマンドバスに関する説明会を開催している。

・小山駅東口循環線を延長して小山駅東口から新市民病院に行けるように、関東バスへ要請している。

・住民アンケート、地域懇談会などの意向把握を行い、ネットワーク全体の再編成を検討していく予定である。

（2）消費税増税に伴う対応について
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・運賃改定を行うと、時刻表などの運賃案内の修正、回数券の作り直し、定期代の見直しなどが必要となることで、経費が嵩み、業務の面でも非常に煩雑になる。
・運賃は内税であり、利用者と運賃収入は増えていることから、そのなかで増税分が対応できる。

・よって消費税増税に伴う運賃改定はしない予定である。

（3）事後評価に係る目標値の見直しについて
資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。

・主な路線では収支率が、当初の目標値の達成及び目標値へ近づきつつあり、順調に利用者も伸びている状況である。

・しかし、一部の路線及びデマンドバスについては収支率が低いため、それぞれの課題に対しての検討が必要である。
・前回までの会議での意見も踏まえ、目標値がかけ離れている路線については、現状に即した新たな目標値を設定した。
（4）その他
①おーバス写真・絵画コンテストについて（報告）

10/7に審査会、10/20に開運まつりの中で表彰を行ったこと、12/21～23に文化センターにて応募作品の展示会を行うことについて、事務局から報告があった。

②羽川線バス停新設について（報告）

地元の要望により「花垣町公民館前」停留所を新設し、10/1から供用開始したことについて、事務局から報告があった。

③自主路線（桑東部団地・学校循環路線）について（報告）

沿線の特別支援学校（父兄）からの「登下校時刻に沿ったダイヤ」の要望に対して、関係機関との調整が整い、10/1に改正が行われたことについて、事務局から報告があった。

（以　上）

■主な質疑応答
（1）新市民病院開院に伴う路線変更について

（委員）

旧病院線と新病院線の路線を説明して欲しい。

（事務局）

→図面で説明
（委員）

間々田東西線は、既存の１台で対応するのか？
（事務局）

既存の１台を使用し、時間帯別の需要に応じた行き先を設定して対応する。
（委員）

新市民病院の利用者はどのくらいを想定しているのか。旧病院と同じくらいなのか。
（事務局）

ベッド数はほぼ同じであり、新しい病院ということで外来は増えると思われる。
（委員）

現在の車両は、需要に応じられているのか？
（事務局）

車両はトヨタのハイエース15人乗りで、定員オーバーになることはない。

（委員）

周辺で整備予定の「健康の森」の将来的な利用者への対応についてはどのように考えているのか？
（事務局）

周辺整備は並行して行われているが、バスのルートは病院までを予定している。車両も変える予定はないが、利用者が多いようであれば大型化も検討する。

これまでの関連アンケート調査では、それほど大きな需要は見込めない。「シャトルバス（病院への直通バス）」の希望が多いが、市内各地から直通便を出すことは難しい。
（委員）

健康の森に整備される施設は、関連スタッフの事務所が主体であり、多くの一般市民が利用する施設ではない。
（委員）

仮の時刻表案について、通勤しながらのリハビリが夕方に多いと考えると、この時間帯のリハビリセンター（現市民病院）への本数を多くする必要があるだろう。
（事務局）

新旧の時間帯による需要を、診療科目ごとに検証して、正式なダイヤを組みたい。
（委員）

リハビリセンターは整形外科的なところなのか？
（委員）

一通りの治療が終わって、リハビリをする人の施設になる。
（委員）

病院線に乗るには、小山駅で乗り換える必要があるということ？
（事務局）

→図面で路線体系、乗り継ぎ、デマンド、割引制度などを説明
（委員）

乗り換えは面倒で時間もかかるが、タクシーだと費用が高くなるね。
（事務局）

他の路線よりは運行本数を多くして、待ち時間を短くしたいと考えている。また、路線の性格を鑑みて待合室の整備も検討したい。
（委員）

間々田東西線の変更ルート案が遠回りになっているが、道路幅員の関係なのか、あるいは利用者が見込めるルートということなのか？
（事務局）

なるべく利用者がいるルートを採用した。道路の幅員も併せて考慮した。周辺で計画されている新しい道路が整備されれば、ルート変更も検討したい。
（委員）

この地区は都市計画道路を整備中であり、完成すれば再検討が必要だろう。４号線を経由する案も考えられる。

（2）消費税増税に伴う対応について

（委員）

消費税が10％になっても、現状維持できるのか？
（事務局）

８％になった後の収支状況を検証して再検討したい。なるべく10％になっても維持したいと考えている。
（委員）

増税分は実質的に誰が負担することになるのか？
（事務局）

各路線ともに補助金を基本に運営していることから、実質的に市が負担することになる。
（委員）

現在のコミュニティバスは採算が取れることは難しいと考えており、赤字分を市が負担する仕組みになっている。消費税増税でも運賃を変えないということは原価をカットする必要があるが、結果としては補助金負担が増えることとなる。

消費税増税に伴う全国的な動きはどうか？
（委員）

一般的な民間路線バスについては、消費税を転嫁した運賃を改定するようであるが便乗値上げにならないような配慮が必要だ。小山市のようなコミュニティバスについては、委員会で諮ったものであれば問題はない。
（委員）

広告料収入はどのような状況か？
（事務局）

広告料収入は全収入の０．１％未満である。現在は車内の掲載面積に応じて広告料を設定している。事業者からはやや安いとの指摘もあるが、事業者の判断に任せてあるので、結果を聞いて、委員会にも報告したい。
車体の広い範囲におーバスのデザインを施しているので、例えばこれにラッピング広告をするのは難しい。

（3）事後評価に係る目標値の見直しについて

（委員）

間々田東西線について、利用者が増加しているのに、収支率が下がっている理由は？

（事務局）

割引利用者や定期券利用者の占める割合によって、このような現象が起こる。

（委員）

利用者の少ない路線については、どのような取り組みを考えているか？

（事務局）

車両の見直しによる快適性、利便性、乗車定員の向上を予定している。大谷中央線へはノンステップバスの投入。デマンドについては、老人クラブへの出前説明会の積極的な呼びかけ、地区の特性にあった具体的な説明会の開催、おーバスの実車展示などである。

（委員）

若い世代への呼びかけは？

（事務局）

学校、保育所などでの公共施設見学の際のデマンド利用の提案をしている。デマンド運行時間帯が、通勤通学時間帯以外の昼間中心であるので、あまり重要の見込めない一般的な若年層へのＰＲはどうしても後回しになっている。

（委員）

デマンドの利用登録は世帯ごと？

（事務局）

世帯ごとで、乗る可能性がある家族を登録してもらっている。

（委員）

デマンドのサービス対象地域ほどマイカー保有率が高いのが現状である。アンケートでも反応がなく、現実的には若い人の利用可能性は少ないだろう。地道に登録勧誘を行い、将来的な需要に備えていけばいいと思う。

なかなかタクシーと同じ利便性とはいかないが、予約が面倒という意見が強いので、改善が必要だ。

（事務局）

事業者と相談して、予約の簡素化、予約時間の短縮（２時間前）を検討している。

（委員）

目標値はそもそもどのような目的で設定されているのか？

（事務局）

まずは補助金を受ける際の計画書に必要な「路線運行の目標や事後評価の指標」として、設定した。これまでの委員会では「目標が高すぎる路線があり、見直ししたらどうか」との意見があり、再設定した。

（委員）

この委員会では、個々の路線の評価だけでなく、市全体のネットワークとしての評価もしていかなければならない。また、どのような改善を図っていくかが重要であるため、次のステップへの取り組みを明確にして欲しい。

（委員）

小山市の場合は、民間バスの撤退を受けて、十分な準備期間もなくコミュニティバスを走らせなければならなかったという背景もある。これから小山市としてどのように公共交通を維持していくかは、引き続き考えていかなければならない。

（委員）

路線型は効率よく少ない補助金で運行したいという方向だが、デマンドバスはあまり収支にこだわらずに、使いたい人、使って欲しい人が便利に使える方向で進めて欲しい。

今回の説明にもあるように、登録率のアップが大切だと思う。抵抗感の少ない方法を考えていくといい。

（委員）

デマンドバスは、具体的に誰が利用したのかはわかるのか？

（事務局）

どの世帯から予約があったかはわかるが、個別に誰なのかは記録していない。

（委員）

利用者は増えて欲しいが、現在のしくみでは利用者が増えることで、デマンドバスが増便となり、利用運賃に対して車輌の借り上げ費のほうが高いために赤字が増える。そのため本当に使って欲しい人にターゲットを絞って利用促進を図って欲しい。また、利用者の仕分けが将来的には必要かも知れない。

（委員）

早く、利用者が多すぎて制限できるようなレベルになって欲しい。

（事務局）

いきいきふれあいセンターへの利用をＰＲしており、大谷エリアにおける週に１度のいきいきふれあいセンター大谷への利用では、利用者が多いために車輌を２台併用する場合もあるので、今後も引き続き利用促進に取り組んでいきます。
（以上）

